
雨蛙不孝 

 

梗概     雨蛙は大変アマノジャクであった。親の言うことを聞かないで潮を汲んでこ

いというと水を汲んできて水を汲んで来いと言うと潮を汲んできた。それで

親はこの子はアマノジャクだから私が死んだとき墓に埋めなさいと言えば川

原に埋めるだろうと思い、反対に（川原に埋めなさい）と言った。ところが親

不孝だったことを反省した子供（雨蛙）は親の言うとおりにしなくてはいけな

いと思い、親を川原に埋める。それで雨が降ると私の親が流されはしないかと

雨蛙はガークガーク鳴く。 
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